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講　師：馬場 正尊 氏（Open A 代表取締役 / 東北芸
術工科大学教授）

1968 年佐賀県生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業後、博報堂
や雑誌『A』編集長を経て、2003 年に建築設計事務所 Open A を設
立。同年、『東京 R 不動産』を設立。2008 年東北芸術工科大学准教授、
2016 年教授に就任。公共空間のマッチング事業『公共 R 不動産』や
宿泊施設『INN THE PARK』を運営。著書に『パークナイズ：公園化
する都市』（共著；学芸出版社）などがある。

Open A 設計事務所の代表として、建築・設計・デザインを軸に
多様な活動を展開している。例えば、約 20 年前に「東京 R 不動産」
という不動産仲介サイトを立ち上げ、定性情報で不動産を紹介す
る、不動産をデザインから見る新しいアプローチを実践してきた。

社会に対しての新しい問題提起のキーワードとして「パークナ
イズ」と「スモールコンセッション」に焦点を当てた。パークナ
イズは都市が「公園化」することで新しい経済価値を創出する概
念であり、都市が自然化する過程を公園化と位置づけ、次の 100
年での都市進化を予想する（図 1）。スモールコンセッションは、
国土交通省が掲げる、身近で小規模な公共資産を官民連携で活用
してエリア価値向上につなげる事業で、積極的に取り組んでいる。

図書館・団地・商業空間・市役所・土砂捨場・空き地・ストリート・
仕事場・ビルディング等の公園化事例において、また、公共空間
と民間の融合やデザインとマネジメントの融合を通じて、新しい
価値・新しい空間が生まれる。設計プロセスに運営者を巻き込む
ことでより愛情のある空間運営が可能になる。また、都市の境界
が曖昧になり、多様な価値観が逆転して社会は構造変化するだろ
う。例えば働くことは、19 世紀は Labour、20 世紀は Work だが、
21 世紀は Play ではないか（図 2）。価値観が所有から共有へ、中
心から周縁へ、ヒエラルキーからネットワークへとシフトしてい
く。次の 100 年では都市の公園化が新しいライフスタイルを生む
のではないだろうか。

テーマ：パークナイズとスモールコンセッション
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図2 21 世紀の仕事→楽しくて何か新しい
パフォーマンスを生み出すこと

図1 著書「PARKnize 公園化する都市」

図 1 及び 2：Open A 馬場 正尊氏


